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「やれるように
　　やっていく」
　記念講演は、島根
同友会副代表理事の
大川真美氏。「経営
指針で会社も家庭も
計画的に」というテーマでお話いただきました。保育士を
経て、営業職の会社員時代に、飛び込み営業で島根県中小
企業家同友会の小田代表理事に出会い、例会にゲスト参加
したところから、ご自身の人生が変わったという大川さん。
それまで、残業が多く、家庭と仕事の両立に悩んでいた現
実を、同友会入会とともに変えていった行動力の源は「や
れるようにやる」。入会と同時に経営指針成文化セミナー
に参加、経営指針をつくり、模索しながら実践していく中
で、経営を計画的に実践する指標となる経営指針は、実は
家庭生活も計画化できる！ことに気づいたというお話は印
象的でした。事業と家庭と同友会を両立させていくために、
「〇〇曜日は同友会と決めてそれ以外はやらない」というお
話にも、会場内、とくに女性会員さんからは、「勇気をもらっ

た」「やれるようにやっていく」ことを自分も考えてみ
たいという感想をいただきました。
　経営者にとって、時間の有効活用は最大優先課題。
あれもこれも、ではなく「やらないこと」を決め「やれ
るようにやっていく」経営は、多世代の働き方改革や
意識改革にもつながっていくのだと改めて感じた講演
でした。
　懇親会では松山支部第 2地区会の内藤成博さんにお
しゃれで美味しいお料理を提供いただき、会場に華を
添えていただきました。ありがとうございました。

10 年ビジョンに向かってスタート
　初めての会場、TKP松山市駅前カンファレンスセンター
さんの雰囲気も落ち着いた感じで、有意義かつ刺激とパ
ワーをいただける時間になったのではなないかと思ってい
ます。
　10年後の松山支部の姿をイメージして、新たな年度のは
じまりにエールをもらえた総会であったと思います。

寄稿：川﨑 暁子さん
（㈱エルパティオ／松山支部第３地区会）

特色ある地区会が力を一つに
　10年ビジョンとして「中小企業の羅針盤になる」を掲げ
た松山支部。定量目標の「女性会員 100 人」をめざし、今
年度の支部総会は「女性が参加しやすい会にする」を軸に開
催。司会進行をはじめ、主要な役割はすべて女性会員が担

い、女性会員さん
にも事前に声を聴
いて、基調講演の
登壇者や開催時間
の決定、参加費用
の検討を行いま
した。総会、基調
講演、懇親会、全
体を通して、女性
の細やかさが随所

にでていたのではないかと感じましたが、いかがでしたで
しょうか？
　総会は、桑波田支部長の「わたしたちは本気です！本気
で中小企業の羅針盤になるために、これから動いていかな
ければならない」という力強い
開会の挨拶を皮切りに、各地区
の活動方針発表が続きました。
・�第１地区会は、俳句で活動方
針を詠み、会場みんなで解釈
を考える発表
・�第 2 地区会は、桑波田地区
長が渾身のパフォーマンスで
活動方針を表す発表
・�第３地区会は、女性会員の多
さを際立たせながらのプレゼ
ン方式の発表
　地区会ごとのカラーがでた方針発表でしたが、それぞれ
に支部方針を達成するための具体的な数値目標には、増強
へむけての一体感を感じることのできる時間でした。

松山支部 第11回定時総会
≪記念講演≫

経営指針で会社も家庭も計画的に
◆ 報告者：大川 真美 氏

㈱ Cocoro Ribbon 代表取締役／島根同友会 副代表理事
◆ 日　時：６月 19 日（月）16：00 ～ 20：000 分
◆ 会　場：ＴＫＰ松山市駅前カンファレンスセンター
◆ 参加者：59 名

俳句でプレゼン、第１地区会の方針発表

記念講演の報告者、大川 真美さん

女性会員による第３地区会の方針発表

伝説となった第２地区会の方針発表
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　今回のご紹介は、５月に入会されたばかりの㈱ナルサの
松本詩野さんです。
　大学時代の友人の㈱日の出都市開発の山本さんのお誘いで４
月例会にゲストとして初めて参加されました。緊張しながらも、

グループ討論で先輩経営者
の方々の生の声が聞けて
とても勉強になったそうで
す。その後の懇親会でも会
員の皆さんが本当に温かく
接して下さり、皆さんと共
に学び成長したいと思い入
会されました。

　大学を出て住宅設計のお仕事をしている時、いつかは自分
で起業したいと夢を語っていたら、後継者を探している方が
いると声をかけてもらい「ナルサ」を受け継ぐ事に。
　経営者としては初心者マークですが、創業者の築いてき
た想いも残しつつ新しい風を取り入れながら「ナルサ」を
もっと大きな組織にしていきたいとのことです。多様性を
体現されながら「ナルサ」と「同友会」の二刀流で今後の活
躍が楽しみです。
　いつもパワフルで明るく笑顔の素敵な松本さん、第一地
区の太陽のような方ですので、皆さんも例会等で是非お話
ししてみて下さい。

寄稿：大坂 忍さん（㈱ FEA 松山支店／松山支部第１地区会）

松山支部第１地区会会員紹介：㈱ナルサ 松本 詩野さん

左から紹介者の山本康弘さん、松本さん

　今年の３月30日に同友会に入会されました四国厨房㈱
の宮田幸重さんを、桑波多さん（岡田印刷㈱）と清水（㈱清
水屋）で訪問いたしました。
　1957 年創業で、業務用厨房機器の販売とレイアウトや
オペレーションの提案、またそれらのアフターメンテナン
スをしている会社だそうです。愛媛一帯で大量調理工場を
メインに営業されています。
　営業部長だった宮田さんは一旦会社を退職されていまし
たが、先代の社長が突然お亡くなりになり、窮地を救うた
めにお声がかかり社長業に着任されました。
　同友会へは着任当初にお声がけしておりましたが、落ち
着くまで待ってほしいということでした。３年経ち、少し
落ち着いてきたのでこの度の入会を決意されたそうです。

　奥様と娘さんの
３人家族ですが、
娘さんは嫁がれて
現在は夫婦お二人
で生活しておられ
ます。
　趣味はゴルフと
将棋という宮田さ
んは、お客様に感
謝され社員も笑顔の良い会社をにしたいと想いを述べられ
ました。

寄稿：清水 栄治さん
（㈱清水屋／松山支部第２地区会）

松山支部第２地区会会員紹介：四国厨房㈱ 宮田 幸重さん

左から寄稿者の清水さん、宮田さん、桑波田健さん

　本社は松山市大可賀「アイテム
えひめ」のすぐ近く。事業内容は、
企業向けオフィス弁当や高齢者向
けケータリングサービス・各種弁
当（イベント・会議・オードブル等）
などの「食」をお届けする仕事です。
　現在は、産業給食（企業向け�福祉
施設�幼稚園給食）を中心に、学生向
けのお弁当や地域の味を守るために
始めた冷凍のお惣菜など新しい取組みにも挑戦されています。
いろいろなアイデアを考えて、実現したり方向転換したり断
念したり、無添加に拘ったり、ご利用いただくお客様の事や
生活環境まで考えて商品開発をされているのが印象的でした。
　お弁当の味の決め手となる醤油や味噌は地元醸造所から
仕入れるなど、創業当初より「地域の味」を大切にしており、
現在は一日 8,000～10,000 食をご利用者様のもとへお届
けしているとのこと。
　企業向け弁当は、昔ながらの受注方法で朝１件１件電話
をかけて注文個数を把握する。私たちが聞いただけで大変
な仕事だなと感じました。柔軟な働き方が求められる中で

“ 脱アナログ ” を掲げ、生産性や
業務の効率化に取り組むという課
題もあるとのこと。
　今年２月から開始した「学生向け弁
当出前サービスPECO�FREE」は、前
日 24 時までに学生の保護者様のス
マホからお弁当を注文し、翌日のお
昼休みに学校まで直接お弁当を配達
するサービス。「共働き世帯などの料

理に時間を費やすことができない方」や「中高生の充実した学生
生活」を支えたいという想いで開始されたそうです。事前注文で
食材のロスが出ないことや、オンライン決済で保護者の負担や
学校側も集計集金業務が不要になる等のメリットがあります。
　浅川さん、お忙しい中ありがとうございました。訪問者
は重松大介さん、大枝篤志さん、岩田愛華さん、鎌田でした。

◀︎�詳しくは松山支部第三地区会 YouTube
チャンネルをご覧ください。�

寄稿：鎌田 大輔さん
（㈱ダイオーズ四国 OCS えひめ／

松山支部第３地区会）

松山支部第３地区会会員紹介：㈱ナカフードサービス 浅川 信介さん

右から二番目が浅川さん
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四国中央支部６月ハイブリッド例会

経営指針の成文化と継続については、①まずは始める事（う
まくいかなくて当たり前、改善を繰り返す）、②社員と一緒
につくる事（会社が作ったものをやらせるのではなく、自
分が立てた計画を実行する）、③仕組みにする事（経営指針
発表会→チェックの会→総括会→次期指針への PDCAを
回す）で、実績が積み重なり着実に良い方向に進んでいく
とまとめていました。
　結局のところ人が大事であり、人が成長すれば会社も成
長する。人とのつながりを大切にして人が育つ風土をつく
る事が大切という思いを感じました。
　最後に先代の平野啓三氏からの事業承継について「すべ
ての元になっている経営理念の承継をするために、私は同
友会でその背中を一番近くでみて、一緒に歩んできた。まさ
に『共に学び、共に育つ』を体現している人が何より身近に
いることは本当に幸せなこと」と結んでいました。
　松田さん、ありがとうございました。

寄稿：田中 広明さん
（Ｍ＆Ｃ タナカ／四国中央支部）

◆ 報告者：松田 泰幸 氏
㈱平野 代表取締役／愛媛同友会 理事・ 今治支部副支部長

◆ 日　時：６月 15 日（木）18：30 ～ 21：000 分
◆ 会　場：しこちゅ～ホール・Zoom ミーティング
◆ 参加者：26 名

　㈱平野では、健康で環境にやさしい暮らしを実現させる
ことは薬局が目指すべき本質であると、環境経営や SDGs
にも取り組まれています（SDGs は新しい考えではなく、
仕事の延長線上にあるものという言葉が印象的でした）。そ
のすべては経営指針の作成であり、実践することを経営指
針に位置付けて取り組み、それを年３回開催する全体会議
（９月経営指針発表会、４月チェックの会、７月総括会議）
で共有して、進捗確認と改善を繰り返すことにより PDCA
を回しています（会議の流れも各委員会発表→グループ討
論→アンケート→懇親会と同友会の例会の流れをそのまま
取り入れています）。
　「様々な取り組みの進捗確認はどのようにしているの
か？」の質問に対し「各担当者が自分で立てた計画をもと
に取り組んでいるので、あまり口出しはしないようにして
いる」と回答され、会社がチャレンジできる環境を作り、
個々がそれを活かす努力をしていると感じ、とてもポジ
ティブでやりがいのある社風という印象を受けました。
　同友会の学びを会社に生かすには、①やるべきことは
経営指針に明記する、②主担当者（キーパーソン）をつく
り、新しい事はなるべく若手社員を巻き込む（若手社員に
チャレンジさせる事で協力意識が上がり社内の活気も生ま
れる）、③楽しくやるための工夫をする（興味がわけば人は
自ら取り組む）の 3つをポイントに挙げていました。また、

　駐車場が増設されました。
　今新車をご購入いただくと半導体の影響などで納車まで
に大変お時間を頂く事となっております。その事を踏ま
えて中古車市場が好調ですので当社としても展示場を広げ
て、今まで 24 台しか展示できていなかったのですが、今
回洗車場の移動と展示場の拡大により最大 50 台展示でき
るようになりました。道路沿いにすべて中古車を展示して
お店の前を通る方もすぐに目に入ってくる並びにしており

ます。展示台数も
増え見に来られる
お客様も増えて大
変にぎわっており
ます。
　しこちゅーホー
ルもすぐ目の前に
ございますので皆

ネッツトヨタ瀬戸内株式会社の駐車場が新しくなりました

さん１度遊びに来てください。洗車したい方も是非お問い
合わせいただければご予約させていただきますので、遠慮
なくお問い合わせください。
　スタッフ一同心よりお待ちしております。

寄稿：菅 好裕さん
（ネッツトヨタ瀬戸内㈱めんどり店／四国中央支部）

同友会での学びと実践
～ 人の成長が会社の成長 ～

左が報告者の松田さん、右は座長の森田文子さん
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今治支部指針発表会
≪ 2023 年度　今治支部スローガン≫

出会い、語らい、共に実践する仲間を増やそう

　今治支部総会は、昨年より年間行事や支部役員、幹事を承認す
る形式から、支部指針書発表会という形に変えて開催しています。
　第一部の指針書発表会では、支部会員全員が活躍できる支
部を目指し、まずは幹事が率先して実践をと、カテゴリーの
基本方針や具体的内容は各幹事全員の出番を作り、各人が自
ら考えたスタイルで発表しました。
　第二部は、記念報告として長崎同友会代表理事の中村こず
え氏より「『誰もが活躍できる企業づくり』～人を生かす経営
の総合実践～」というテーマでご報告いただきました。

　現場の仕事もそして経営
でも素人であった中村さん
がひとつずつ粘り強く努力
し成長していったこと。ま
た障がい者雇用をきっかけ
に社員さんとの結びつきが
より一層深まった事例など
を、実際に現場で働く姿の
動画などを交えて、涙なが

◆ 日　時：６月 27 日（火）18：00 ～ 22：000 分
◆ 会　場：今治地域地場産業振興センター・天馬
◆ 参加者：44 名

◆ テーマ：「誰もが活躍できる企業づくり」～人を生かす経営の総合実践～
◆ 報告者：中村 こずえ 氏

㈲エス・ケイ・フーズ 相談役／長崎同友会 代表理事

らに報告されました。10年ビジョンで現在の売上を 1.5 倍に
することをめざし、「みんな違ってみんな良い、ブラックでも
ホワイトでもないレインボーな企業を目指す」とのこと。
　中村さんの報告、そして「できないのはみなさんの心のなかに
あります」という座長
の渡部さんの謝辞での
投げかけに、支部長と
しても一経営者として
も奮い立つ１日でした。
　発表会には 40 名を
超える参加があり、そ
して懇親会も会場が満
杯になるほどの盛況ぶ
りでした。１年のスタートを本当に良い形で切ることができ
ました。支部スローガンの「出会い、語らい、共に実践する仲
間を増やそう」をまさに予感しました。

寄稿：杉原 一史さん（㈲周桑電機工業所／今治支部）

≪記念報告≫

盛況な懇親会のもよう

中村さんの人を生かす経営の報告

左は座長の渡部伸哉さん、右が記念報告の中村さん。

　本日は、阿部建設さんの作業場にお伺いし、社長の阿部さ
んにお話を伺いました。
　阿部建設さんは一般的に言うところの大工さんです。作業場
に入らせて頂くと、先ず、木の良い香りがしました。整理整頓
され、掃除も行き渡っていました。馬という作業台に座って、
昔ながらのテーブルを囲い、缶コーヒーを飲みながら話を聴か
せて頂いたのですが、こういったカフェもありだな～と感じる

くらい心地良かったです。
　阿部建設さんは先代のお
父様が創業され、現在は、
阿部さんと弟さんのお二人
で経営されています。「誠実
にきちんと仕事をしていた
ら仕事はくる！」をモットー
に、設計事務所や工務店か
らの仕事に限らず、個人の

お客様を大切にし、また、同業の方々との協力関係を築いて
いくことで、自分たちが納得のいく仕事ができる環境を整え
ておられます。
　阿部さんの夢を３つ教えて頂きました。１つ目は後継者です。
「若くて真面目でやる気のある子がおれば、しっかり教えて、将来

今治支部会員の経営指針：阿部建設 阿部 友広さん
はこの工場を全て引き渡し
ても良い」と仰っていまし
た。次回訪問させて頂いた
際、若い子が頑張っている
姿を見るのが楽しみです。
２つ目は社会貢献です。「子
どもが大学を卒業するまで
は、家族のためにしっかり
稼がないといけないと思っ
ていた。けれど、子どもが大学を卒業する目途が立った今、恩返しじゃ
ないが、これからは社会の役に立つことを目的に仕事をしていき
たい」と仰っていました。３つ目は、「小さくて良いからもう一軒自
分の家を建てたい」。私は、仕事のビジョンだけでなく、自分の人
生のビジョンを明確に持ち、日々、誠実に取り組まれているお話を
聴き、「小さなことを積み重ねることが、とんでもないところへ
行くただ一つの道」という、イチローの言葉を思い出しました。
　この会員訪問は、経営者さん・社員さんの人柄や想いに触れ
ることで、大切な気づきを得ることが出来る機会だと思います。
今後も、時間を創って訪問させて頂こうと思います。
　阿部さん、本日は長時間ありがとうございました。

寄稿：宇佐 裕次さん（㈲キャンパス／今治支部）

阿部建設さんの作業場

左が阿部さん、右が取材をした宇佐さん。



伊予・松前支部6

　本年度の伊予・松前支部総会は、二番町ホールを会場と
してリアル開催で行われました。
　第１部では、武田支部長より前年度の振り返りと、新年度
の方針について発表がありました。「自分の意思を表す、委
員会や行事への積極的に関わる、学んだことを実践する」こ
とを基本方針として、新年度は支部会員の増強、リアル例会
の活性化などの強化改善点について説明が行われました。

　第２部では、伊予・松前支
部の初代支部長であり、愛媛
同友会代表理事の義農味噌㈱
代表取締役�田中正志�氏にご
報告いただきました。
　伊予・松前支部設立時のい
きさつから話が始まり、同友
会活動を通じてご自身が学び

育てられたこと、また、「後継者はつくるもの」として歴代
の支部長育成を実践されてきたこと。さらに、自社の経営
にも同友会活動を活かす上で、経営指針成文化セミナーに
積極的な幹部と一緒に参加を重ねることで、やっとの想い
で現在の経営理念が形づくられたこと。本業の中で理念を
実践されてきた結果、いまの自社の経営に大きな役割をは
たしてきた実例を交えながら熱く語っていただきました。

◆ 報告者：田中 正志 氏
義農味噌㈱代表取締役／愛媛同友会 代表理事 伊予・松前支部会員

◆ 日　時：６月 16 日（金）19：00 ～ 21：000 分
◆ 会　場：二番町ホール
◆ 参加者：26 名

2023 年度 伊予・松前支部 支部総会
≪支部スローガン≫

どうせやるなら楽しく活動して、強靭な会社づくり、
共に学び合う仲間づくりにつなげよう！

　田中社長が特
に強調されてい
たことで、印象
に残っているフレーズがあります。「自社の強みを活かし
てお客様の要望に応える事が顧客の創造につながること」、
そして「モノマネではない商品づくりを探求し自身で値段
を決められる仕事をすることで、高い収益を実現すること
ができること」。今回、改めて参加者としても自社の経営
方針の振り返りにつながる良い学びと刺激をいただきまし

た。ありがとう
ございました。
　今回は、オン
ラインでは味わ
えない、参加者
同士の学び合う
姿勢や熱気を共
有できた総会に

なったと思います。新年度も伊予・松前支部の活動への参
加をよろしくお願いいたします！

寄稿：城戸 陽一さん
（㈱そごうマート／伊予・松前支部）

会場の様子

熱心に聴き入りました

報告者の田中正志さん

　胡麻ときな粉を大
阪の本社工場で製造
しています。胡麻
の異物除去のため
に 100 チャンネル
の色彩選別機を用い
て、胡麻を精選して
います。
　きな粉は、大豆を
一粒づつ丁寧に特殊
な機械で芯から煎り
上げて、きな粉にします。
　さらに国際規格 ISO22000 を取得して品質の維持を
図っています。
　荻田さんの実家は、香川県で餅製造の会社をしていまし

伊予・松前支部会員紹介：㈱マツモトフーツ松山営業所 荻田 和雄さん
た。社会人になってから大手菓子問屋で仕事をした後に
家業に従事したあと、現在のマツモトフーツ松山営業所で
2001 年から所長として四国島内、九州、中国地方まで、
和菓子製造工場などに営業活動しています。
　現在は原材料価格の高騰が続いて、得意先に対して値上
げの案内をすることが続きましたが、継続して取引をして
いただいています。
　原材料はお客様に安心して使ってもらえる品質を維持
し、安定供給することが重要ですので保管庫を低温に保っ
て在庫管理しています。
　同友会には2012年から入会しています。同友会の例会
で報告者と参加者の方からの具体的な指針、方針を参考に
元気をいただいています。

寄稿：今村 暢秀さん
（㈱世起／伊予・松前支部）

商品を手にする荻田さん
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　「Welcome�“CHANGE”�新しい時代の創造�共に生かし
あい、育ちあい�進化する未来へ」をスローガンに、第 26
回女性経営者全国交流会 in 福岡は、6月 22 ～ 23 日の日
程で開催されました。
　私が全国大会に参
加するのは今回が初
めて。とてもワクワ
クしながらこの日を
迎えました。
　１日目の分科会は
第３分科会に参加し
ました。「私たちの
手で地域を変えてゆこう！溢れる想いと明確なビジョンが
未来を創る！」をテーマに、大阪同友会の檜尾めぐみさん
（NPO法人発達障害サポートセンターピュア�理事長）の報
告でした。「わが子が生きる場を作る」という想いから起業。
トップダウンではなく、常に社員さんと一緒に明確なビ

ジョンを掲げ、着
実に一緒に叶えて
いく。この先 10
年の展望もお聴き
しましたが、きっ
とピュアの皆さん
なら叶えていくの
だろうと、とても
気持ちが高揚しま
した。母として、

経営者として、家族や社員さんと共に成長される檜尾さん
のお姿に、とても勇気をいただきました。
　２日目の記念講演は、長らく男社会だった新聞社で２代
目女性記者として入社された㈱西日本新聞社�執行役員�北
九州本社代表の甲木正子さんの講演です。「前例がない」か
らご自身の人生の枠を自ら広げてきたエピソードをたくさ
んお伺いしまし
た。大変なご苦
労の中には、後
に続く女性社員
さん達への熱い
想いがあった。
正木さんの挑戦
し続ける行動
力、その愛情深
さにとても感銘
しました。
　この２日間を終え、初めて参加する全国大会が女全交で

第 26 回女性経営者全国交流会 in 福岡
全国行事に初めて参加した感想

◆ 日　時：６月 22 日（木）～ 23（金）
◆ 会　場：福岡県北九州市＆オンライン
◆ 参加者：８名（愛媛同友会から）　907 名（全体）

本当に良かったと心から思います。愛媛同友会に入会して
１年、私にできることは？自社でどう実践していくのか？
これまで悶々としてました。全国のキラキラとした女性経
営者の皆様に出会い、溢れんばかりのエネルギーに驚かさ
れると同時に、こんな素敵で憧れる先輩方が近くにいると
いう有難さを身に染みて感じました。これからも同友会活
動には積極的に参加させていただき、一歩でも先輩方に近
づけるよう努力していきます。2025 年の愛媛全研では、
今度は私が全国の皆さんに何かを与えられるような人財に
成長していたいと思います。

寄稿：矢野 領子さん
（㈱フェローシステム／松山支部第３地区会）

地元・福岡同友会のみなさんがお出迎え

開会。全国協議会の広浜会長のあいさつ

第３分科会、檜尾めぐみさんの報告

２日目、甲木正子さんの記念講演

愛媛同友会からの参加者

一番左が寄稿者の矢野さん



俳友会

お済みですか!?「同友会名簿アプリ」のインストール
　愛媛県中小企業家同友会では、会員同士のコミュニケーションを促すととも
に会の活性化を目指し、「同友会名簿アプリ」を導入しました。
　名簿の検索・閲覧はもちろん、メッセージの送受信や無料通話、スケジュール
の確認も可能な便利なアプリです。非常に便利です。
　ぜひインストールしていただき、ご活用ください！
※ 最初のログインにＩＤとパスワードが必要です。e.doyu と同じものです。お分かりに

ならない場合は事務局までお問い合わせください。
※パソコンでの利用も可能です！　URL：https://web.doyumeibo.jp/#/
※ 今後、会内の公式の連絡の遣り取りは名簿アプリに集約していきたいと考えております。

【お問合せ】愛媛同友会事務局　電話：089-948-9920　メール：info@ehime.doyu.jp
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※
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に
用
い
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扇
や
団
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う
ち
わ
）の
こ
と
。

長野禎毅さん
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新会員のご紹介【７名】（６月理事会承認）

松本 詩野さん（まつもと  しの）

松山支部第１地区会
㈲ナルサ 代表取締役
建築・土木・解体
〒 799-2652　松山市福角町甲 947 番地
ＴＥＬ：089-979-0314
紹介者：㈱日の出都市開発 山本 康弘

大倉 康弘さん（おおくら  やすひろ）

松山支部第１地区会
㈱大倉商店 代表取締役
製材、木工機械販売、刃物研磨
〒 791-1116　松山市南土居町 67 番地 1
ＴＥＬ：089-975-0902
ＦＡＸ：089-975-0953
紹介者：㈲阿部木工 阿部 祥太

妹尾 崇さん（せお  たかし）

松山支部第２地区会
㈱ホテル葛城 支配人 ･ 営業部長

『ホテル葛城』、『ホテル花ゆづき』、
『ホテル葛城「琴の庭」』
〒 790-0837　松山市道後湯月町 4-16
ＴＥＬ：089-931-5141
ＦＡＸ：089-945-4401
紹介者：㈱かがやき総合保険企画 森田 文子

片岡 慎太郎さん（かたおか  しんたろう）

松山支部第１地区会
㈲マキフーズ 取締役常務
惣菜小売り、飲食業、惣菜製造業
〒 791-0216　東温市野田 3 丁目 8 番地 6
ＴＥＬ：089-964-0313
ＦＡＸ：089-964-0313
紹介者：㈱フェローシステム 中田 琢磨

本宮 薫さん（ほんぐう  かおる）

松山支部第１地区会
㈱ CPI 代表取締役
日本式介護教材販売、プログラム／まな媛プロ
ジェクト（SDGs ライスバック販売）／ファイ
テック社代理店
〒 790-0065　松山市宮西 3 丁目 4-40
ＴＥＬ：089-904-2077
ＦＡＸ：089-916-4323
紹介者：㈱フェローシステム 三好 大助、
　　　　㈱かがやき総合保険企画 森田 文子

三野 真也さん（みの  しんや）

四国中央支部
㈱ SS プロテクト 代表取締役
法面保護工事
〒 799-0431　
四国中央市寒川町 2561-1 ライフビル No2 302
ＴＥＬ：0896-25-1680
紹介者：㈲石川工作所 石川 義和

髙須賀 大さん（たかすか  だい）

松山支部第２地区会
㈱スタンダーズ 代表取締役

【空間デザイン業務】大規模商業施設、商空間、
オフィス、展示会やディスプレイなどのデザイン・
設計／居抜き物件のリノベーションやコンバージョ
ンを伴う設計業務／家具、厨房機器販売／ほか
〒 790-0942　松山市古川北3丁目10-25-A
ＴＥＬ：080-5506-0262
紹介者：㈱ BLOOM WORKS 北松 知美
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2023 年度 愛媛同友会  第2 回理事会 議事録
【日時】2023 年６月 29 日（木）18：30 ～ 20：30　　【会場】一番町ホール・Zoom
【出席】理事 25 名　委任６通　事務局２名　　【議長】今村 暢秀　　【議事録】竹河内 博之

開会挨拶：田中正志
　青年部委員会や組織委員、新会員オリエンテーション
の開催など、活動が活発化しています。
　今日６月 30日が「麦みそ食文化の日」として記念日に
登録されました。これも「えひめの麦みそ文化を、伝承・
発展」させるという経営理念があったからこそです。同
友会に入っていて良かったです。

承認事項
（１）入退会承認
　　 �入会：７名、退会：９名。
　　 �会員数：391 名（期首：394 名）…大北�→�承認

（２）第 39 回定時総会の開催報告と
次回総会についての提案…好永

　　 �※�協力へのお礼と共に、参加者アンケート集計と
収支の報告があった。→�収支報告は承認

　　 �※�以下の提案があり、今後の理事会で協議するこ
とになった。

　　 ① 総会の実行委員会形式（委員長１名＋副実行委員
長 2名）をとってはどうか。

　　 ②会場を早めに確定しておきたい。候補：花ゆづき。
　　�※出された意見は以下。
　　��・総会はなんのため？　みんなで作っていくもの。
　　��・�どういう進め方であっても、総会は理事会が責

任を持つべきもの。
（３）増強に向けた取り組みについて…桑波田
　　�① 各支部から選出された組織委員の実動について
　　��・�仲間づくり本部の下で活動する。会員増強を組織

的に楽しくやるためのもの。所属している支部・
地区会で委員に活躍してもらいたい。第１回の顔
合わせを行った。

　　�②新会員オリエンテーションの実施について
　　　��・�７/10 に中予、南予を対象に開催予定。今後、

四国中央や今治でも開催していきたい。→�承認
（４）中同協総会議案の学習会開催について

…正副代表理事会議より（大北） → 承認
（５）第１回ビジネスフェス EHIME2023 の名義後援

…大北 → 承認

報告事項
（１）各支部・地区会からの報告…議事録参照
（２）各委員会等からの報告…議事録参照
　・政策委員会：EDOR 回答の呼びかけ依頼
　・�求人教育委員会：松山北校のインタビューシップの

経過報告、同友会経営者大学の参加呼びかけ

（３）その他
　　※�理事より、全研の実行委員会を早く立ち上げる必

要があるのではないかとの提起があり、次回の理
事会に準備スケジュールや体制づくりについて提
案してもらうことになった。

（４）全国・他団体行事について
　　�　女性経営者全国交流会 in 福岡の参加者からの感

想、青年経営者全国交流会 in 広島への参加呼び掛
け、組織強化・会員増強全国交流会の参加呼びかけ
があった。

意見交流
※  2023 年度理事会のスタートにあたり、新任の理事も

あるので、愛媛同友会「理事の心得」「役員の選考基
準について」を再確認した。以下はそれを受けての決
意表明（コメント）。

・参加できるものにはすべて参加したい。
・�「同友会理念の体現者」というところが一番大事。同友
会で学んで自社に生かし、いい会社になり、同友会に
入って良かったと思ってもらいたい。
・�「会の犠牲者になるな」という言葉がある。自分のため
にやろう。
・�今までの人生の集大成と思って役員をやっている。困っ
た時にフォローする存在でありたい。
・�「不離一体」というところが印象に強い。自主的に自分
のためにやりたい。
・楽しみながらやっている。

閉会挨拶：米田順哉
　会員増強が活発になっています。感謝です。でも退会
が多くてがっかり。これから純増になっていくでしょう。
　全国総会の第２分科会に参加するのですが、設営担当の
愛知同友会から連絡があり、グループ長は事前研修を行う
とのこと。そこまでやるのか、会員数が増えている同友会
は活動の質も高い、「増」と「強」は両輪だと思いました。



～人の一生を支えられる企業になりたい～
社団法人　日本義肢協会会員
＝義肢・補装具・車椅子・補助杖・その他福祉関連商品＝

有限会社　オルソ本田
〠７９０－０９４７
松山市市坪南２丁目４番２４号
ＴＥＬ（０８９）９５８－６６１７
ＦＡＸ（０８９）９５８－６６４１
E-mail:ortho@abelia.ocn.ne.jp
http://ortho-honda.com/




